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平成２７年９月 

上関町教育委員会 

 



１ 趣旨 

上関町教育委員会では、今日、少子・高齢化やそれにともなう地域活力の

低下が顕著となっている中、まちづくりの目標として、のびやかに生きる「歴

史と未来」をかかげ、『豊かな創造性を育む人づくり』と『新たな歴史・文化

を築くまちづくり』を基本姿勢として多くの重点施策に取り組んでまいりま

した。 

  こうした中、平成１９年６月の「地方行政の組織及び運営に関する法律」

の改正により、教育委員会は、毎年、事務事業の執行状況について点検・評

価を行い、その結果に関する報告書を議会に提出するとともに、公表するこ

とが義務づけられました。 

このため上関町教育委員会では、効果的な教育行政の推進と町民への説明

責任を果たしていくため、年度ごとに教育委員会事務事業の点検及び評価を

行うとともに、「事務事業の点検・評価書」として取りまとめ、公表すること

としています。 

 

２ 点検及び評価の実施について 

（１）対象事業 

  平成２６年度に実施した教育委員会の事務事業について、「第３次上関町総 

    合計画後期基本計画」に掲げる具体施策を構成する「平成２６年度上関町の教 

育」及び「平成２６年度上関町社会教育行政概要」を基に主要な施策を選定し 

ました。 

 

（２）評価の方法 

  事務事業の目的、概要、実績、成果と課題などの観点から下記５段階によ 

 る点検及び評価を行うため、「事務事業の点検・評価票」を作成し、教育委員 

会が内部評価を行い、これを上関町の教育に関し学識経験を有する者として 

教育委員会が委嘱した 3 人の委員に評価をお願いし、評価の客観性に努めま 

した。 

 

（評価委員） 

  鈴木  敏（元町教育次長、ｽﾎﾟｰﾂ推進委員長、ｽﾎﾟｰﾂ少年団指導者） 

  山方  純（元小学校長、学校運営協議会会長） 

  武内 禎子（元観光協会事務局長、元上関地区婦人会会長） 

 

（評価基準） 

 A 目的に向け、順調に事務事業を達成できた。 

B 事務事業の進め方の改善検討はあるものの、概ね（８割程度）目的を達

成できた。 

C 目的の一部（５割程度）を達成できたが、事務事業の改善が必要である。 

D 目的の一部（２～３割程度）の達成であり、手法の改善等が必要である。 

事務事業は継続していくが、見直しが必要である。 

  E 事務事業の抜本的な見直し、休・廃止の検討が必要である。 



 

３ 点検及び評価結果について 

  別表のとおり 

 

４ 学識経験者の知見について 

（１）点検及び評価全般について 

  年毎の事業評価が記載されており、年次経過が分かりやすくて良い。 

 資料だけでは学校教育等、実際の活動内容がわからないので評価しづらい 

が、逆に事務事業を評価することで事務内容が理解できた。 

 

（２）施策、事業ごとの意見 

【教育委員会の施策推進体制の充実】 

  No.3 先見性と柔軟な発想でチャレンジする職員の育成 

     町職員の人数減に伴い研修時間が取れないのは解るが、積極的に自 

己研修を行って欲しい。 

  No.9 安心安全な通学手段の確保 

     通学時の見守りなど、学校運営協議会を通じて地域協育ネットの活 

用を推進していくべき。 

 

【郷土愛と生きる力を育む小中一貫教育の推進】 

  No.22 特色ある教育課程の編制（教育課程） 

     「地域に根ざした」とは具体的にどういう内容を行っているのか。 

    もっと住民に広報し、支援してもらえる体制をつくったらよい。 

  No.24 環境問題への意識啓発（環境教育） 

     清掃活動等は各地区で行っているが、小中学生もその活動に積極的 

に参加して、地域貢献、環境問題を学ぶ機会をつくれば良いのではな 

いか。町内一斉清掃活動としてみんなが取り組めばよい。 

 

【生涯学習の推進】 

  No.29 公民館機能の整備・充実 

     分館の機能が貸し館業務のみとなっており、利用頻度も少ない。地 

区公民館としての活用を各自治会に促すべき。 

 

【生涯スポーツの推進】 

  No.34 町民スポーツ総参加運動の展開 

     高齢者向けの運動（ウォーキング、軽体操等）を教育委員会だけで 

なく、保健福祉課等と連携した事業を展開すべき。 

  No.35 スポーツクラブ団体の育成 

     総合型スポーツクラブの設立に向けた進捗状況はどうなのか。 

  No.38 体育施設の管理 

     評価が「Ｃ」であるが、充分な施設管理をおこなって欲しい。 

 



 

【青少年の健全育成】 

  No.40 地域協育ネット推進事業 

     子どもの人数が少なくなり、集って遊ぶ場もなくなっている。 

     子どもには学校や家庭で言えない本音がある。本音が言える子ども 

のかけこみ寺みたいな気軽に行ける（心が落ち着く）場所づくりが必 

要ではないか。 

 

 

 

事務事業の点検・評価一覧表 

 

上関町教育の基本方針 

 「豊かな創造性を育む人づくり」「新たな歴史・文化を築くまちづくり」 

 

１．教育委員会の施策推進体制の充実 

№ 事務事業の名称 経費（千円） 評価 担当係 

１ 教育委員会運営の充実 554 Ｂ 総務係 

２ 教育委員会の事務局体制の充実 － Ｂ 総務係 

３ 
先見性と柔軟な発想でチャレンジ

する職員の育成 
－ Ｃ 総務係 

 

２．学校教育への支援体制の充実 

４ 指導主事等の教育支援体制の充実 － Ａ 総務係 

５ 小中一貫教育の支援体制の充実 320 Ｂ 総務係 

６ 教職員研修の充実 72 Ｂ 総務係 

７ 学校施設の充実 143,387 Ｂ 総務係 

８ 教育環境の充実 3,834 Ａ 総務係 

９ 安心安全な通学手段の確保 12,138 Ａ 総務係 

10 郷土の歴史・文化教育の充実 － Ｃ 総務係 

11 国際交流活動の推進 4,462 Ｂ 総務係 

12 安全でおいしい学校給食の支援 10,654 Ａ 総務係 

 

３．郷土愛と生きる力を育む小中一貫学校教育の推進 

13 
地域社会に根ざした特色ある

学校づくり 
18 Ｂ 総務係 

14 
心身共に健やかな「上関っ子」

の育成 
230 Ｂ 総務係 

15 早期教育相談と就学指導の充実 1,773 Ａ 総務係 

16 きめ細やかな生徒指導体制の確立 － Ｂ 総務係 

17 
個性を生かす「生き方」指導

としての進路指導 
－ Ｂ 総務係 



18 
自己を生かす能力を育成する

特別活動の推進 
－ Ｂ 総務係 

19 
実践力の育成につながる道徳

教育の充実 
－ Ｂ 総務係 

20 
「生きる力」を育む教育活動

の推進 
2,544 Ｂ 総務係 

21 
マルチメディアを利用した情

報教育の創造 
968 Ｂ 総務係 

22 特色ある教育課程の編成 － Ｂ 総務係 

23 
地域や学校の特性を生かしたへき

地・複式教育の推進 
342 Ｂ 総務係 

24 環境問題への意識啓発 － Ｃ 総務係 

25 家庭学習の定着 － Ｂ 総務係 

 

４．生涯学習の推進 

26 生涯学習の啓発 1,138 Ｂ 生涯学習係 

27 
学習情報の提供及び学習相談

体制の整備 
646 Ｂ 生涯学習係 

28 
学習機会の拡充及び学習内容

の充実 
303 Ｂ 生涯学習係 

29 公民館機能の整備・充実 1,546 Ｃ 生涯学習係 

 

５．地域文化の振興 

30 
芸術・文化の振興（文化財の

保護・活用） 
3,072 Ｂ 生涯学習係 

31 
芸術・文化の振興（地域の芸

術・文化支援） 
10,184 Ｂ 生涯学習係 

32 社会教育委員会の充実 63 Ｂ 生涯学習係 

 

６．生涯スポーツの推進 

33 スポーツ参加への場づくり 165 Ｂ 生涯スポーツ係 

34 町民スポーツ総参加運動の展開 397 Ｃ 生涯スポーツ係 

35 スポーツクラブ団体の育成 10 Ｃ 生涯スポーツ係 

36 我がまちスポーツ推進事業 575 Ｂ 生涯スポーツ係 

37 スポーツ推進委員会 232 Ｂ 生涯スポーツ係 

38 体育施設の管理 7,038 Ｃ 生涯スポーツ係 

 

７．青少年の健全育成 

39 心身共に健康な上関っ子の育成 644 Ｂ 生涯学習係 

40 地域協育ネット推進事業 3,448 Ｂ 生涯学習係 

 



８．町民一人ひとりの人権が尊重された心豊かな町づくり 

41 
一人ひとりの人権を守る推進

体制の充実 
245 Ｂ 生涯学習係 

42 
一人ひとりの人権を守る条件

整備の充実 
92 Ｂ 生涯学習係 

 

 ※ 経費欄の「－」は、予算執行を伴わないソフト事業 

 

 

 

 


